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平成 29年
（2017 年）

　「子育て支援センター」と「子育てひろば」は、子育て中のお父さん、お母さんたちを応援し、安心できる遊び場や行事、遊び
などを提供しています。「ちょっとした話や悩んでいることを話せるお友だちがほしい」「家から離れて一息つきたい」　そんな子
育て中の親子の出会いの場所として利用しましょう。
■問　保育課保育班　内線5314　

笑顔で安心子育て中

ようこそ！子育て支援センターへ

白井市は
「ときめきと
み ど り あ ふ れ る
　　　　快活都市」

を目指します。

子育てでつながるふれあい
「子育て支援センター」「子育てひろば」に行ってみよう！

「白井の梨のジャム」と「梨カステラ」

白井市ふるさと産品に2品目を新たに認定
　ふるさと産品認定審査会で新たに「白井
の梨のジャム」「梨カステラ」の 2品目を認
定しました。
　白井の夏の味覚である梨を 1年中楽しむ
ことができます。お土産などにも最適です。
販売先　「白井の梨のジャム」は㈲遠山珈琲
　☎（491）8440
「梨カステラ」は西印旛農業協同組合
☎　0476（48）2218（やおぱぁくなどでも販売）
■問　商工振興課商工振興班　内線 3241

　市には、子育て支援センターが 2 カ所あります。清水口保育園

内の「スマイル」と南山保育園内の「ふれんど」で、市内に住む子
育て中の親子が利用できます。子育て情報がいっぱいの両支援セン
ターで保育士と話したり、いろいろな遊びを楽しみましょう。
◆利用できる人　市内在住の乳幼児（0歳～就学前）とその保護者
◆利用は年間登録制
　初回のみ登録用紙に必要事項を記入してくだ
さい。手数料・利用料は無料です。
◆開放日時　

※行事などにより開放しない時があります。詳
細はリーフレット、市ホームページをご覧くだ
さい。
◆相談受け付け　月～金曜日　電話　9：00 ～ 16：00　面談　13：
00 ～ 16：00
◆休館日　土・日曜日（土曜日の開館日は除く）、祝祭日、年末年始
◆おねがい
・食べ物、おもちゃの持参は遠慮してください。
・危険のないように子どもから目を離さないでください。
・必ず親子一緒に参加してください。

所在地　清水口 2―8―1
※駐車場はありません。
■問　☎（491）8201

所在地　南山 1―7―1
※園内の駐車場を利用してください。
■問　☎（491）1131

みんなであそぼ

「ふれんど」はこんなところ
　毎週金曜日の「ふれんどタイム」は、
保育士が楽しい話や手遊び、季節もの
の制作などで、親子が楽しめる時間と
なっています。
　0歳児限定の「ばぶばぶデー」では、
子育ての悩みなど同じ年齢の保護者同
士で情報交換ができたり、赤ちゃんの
絵本や触れ合い遊びの紹介なども行っ
ています。
　その他にも、園庭開放や公園訪問、
子育て講座などもあります。

「スマイル」はこんなところ
　センター内には沢山のおもちゃ
やボールプールなどがあり、開放
時間内は自由に遊ぶことができま
す。
　毎週金曜日の「ふれあい広場」
は手遊びやパネルシアター、親子
で体操をしたりするふれあい遊び
の時間です。
　毎月の「発育Week」では身長・
体重測定ができ、カードに記入し
て持ち帰る事ができます。
　また、子育て相談にも応じてい
ます。
　心配事など気軽に声をかけてく
ださい。

ようこそ！子育てひろばへ

　毎週火曜日の「ドリポケタイム」では、
体操や紙芝居などを行っています。
◆開放日時　火・木・金曜日　9：00 ～
12：00、13：00 ～ 15：00
◆相談受け付け　電話・面談（要予約）火・木・
金 曜 日　9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 15：
00
※駐車場はありません。
■問　☎（497）7872

　室内遊びや園庭遊び、給食試食
会、季節の制作やイベントなどを
行っています。
◆開放日時　月・水・金曜日　9：
00 ～ 12：00、13：00 ～ 15：00
◆相談受け付け　開放中は随時
行っています。
■問　☎（402）2500

　園庭遊び（夏はプール遊び）や収
穫体験などを行っています。
◆開放日時　月・水・金曜日　9：30
～ 12：00、13：00 ～ 15：30
◆相談受け付け　電話・面談（要予約）
月・水・金曜日　9：30 ～ 15：30
火・木曜日　10：00 ～ 11：30
■問　☎（401）1181

スマイル（清水口保育園内）

ふれんど（南山保育園内）

みんなで楽しくあそびましょう

ドリーム★ポケット（はなぶさ保育園）

いづみ（白井ふじ保育園） こざくらキッズ（こざくら保育園）

曜日 時間
月～金曜日・月2回土曜日 9：00 ～ 12：00
月・火・水・金曜日 13：30 ～ 15：30

すくすくおおきくな～れ（離乳食試食会）
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～「ときめきとみどりあふれる快活都市」の実現のために～
　平成29年度予算案を、一般会計と5つの特別会計および水道事業会計を合わせて、総額348億4,420万4千円（前年度比2.2㌫増）で編成し
議会に提出しました。■問　財政課財政班　内線3337

　平成29年度は、第5次総合計画の2年目であり、市の将来像「ときめきとみど
りあふれる快活都市」の実現に向けて、「若い世代定住プロジェクト」「みどり
活用プロジェクト」「拠点創造プロジェクト」の3つの戦略に基づき、持続可能
なまちづくりをさらに推進するための予算案としました。
　一般会計予算案には3つの戦略に基づく事業に係る経費に加え、市役所現庁舎
の減築工事や大山口中学校の増築工事のほか、配水場の建設に係る水道事業に
対する出資金、消防など市が加入する一部事務組合への負担金などの経費を計
上しました。
　総額は203億8,621万円で、歳入・歳出の内訳は下表のとおりです。
※表中の数値は万円未満を四捨五入しています。

歳出 予算額 構成比 市民1人当たり
民生費 73億116万円 35.8% 11万5,260円
総務費 45億3,676万円 22.3% 7万1,620円
教育費 21億4,191万円 10.5% 3万3,813円
衛生費 18億5,079万円 9.1% 2万9,218円
公債費 15億3,793万円 7.5% 2万4,279円
土木費 13億5,216万円 6.6% 2万1,346円
消防費 11億9,816万円 5.9% 1万8,915円
議会費 1億9,925万円 1.0% 3,145円

農林水産業費 1億1,974万円 0.6% 1,890円
商工費 1億833万円 0.5% 1,710円
その他 4,002万円 0.2% 632円

　平成29年度の一般会計の歳出予算を、市民1人当たりに使うお金に換算すると321,828円となり、目的別の使い道は上表のとおりです。
この金額のうち142,895円は市税で、残りの178,933円は国や県からの補助金、借入、市の貯金（財政調整基金）の取り崩しなどで賄っています。
※1月1日現在の人口63,345人により、市民1人当たりの金額を算出しています。

民生費：高齢者や児童などの福祉にかかる費用
総務費：広報、企画、交通安全対策や市全体の事務にかかる費用
教育費：学校教育や社会教育などの教育にかかる費用
衛生費：健康診断やごみの処理などにかかる費用
公債費：借入金の元金や利息の返済金
土木費：道路、河川、公園の整備や維持管理などにかかる費用
消防費：消防や救急活動などにかかる費用
議会費：市議会の運営などにかかる費用
農林水産業費：農林水産業の振興などにかかる費用
商工費：商工業の振興などにかかる費用
その他：災害復旧費、予備費など

歳出の用語解説

歳入の用語解説
市税：市民税、固定資産税など納めていただく税金
市債：市が国や銀行から長期で借りる借入金
国庫支出金：国からの補助金など
県支出金：県からの補助金など
地方交付税：自治体間の財政力格差を是正するため国から交付されるもの
地方消費税交付金：地方消費税の一定の割合が県から交付されるもの
繰入金：市の貯金である基金を取り崩すもの
その他：諸収入、使用料、手数料、負担金など
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平成29年度　白井市当初予算案
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歳入 予算額 構成比 市民1人当たり
市税 90億5,166万円 44.4% 14万2,895円
市債 31億5,112万円 15.5% 4万9,745円

国庫支出金 27億9,498万円 13.7% 4万4,123円
県支出金 10億8,072万円 5.3% 1万7,061円
地方交付税 9億8,600万円 4.8% 1万5,566円

地方消費税交付金 9億400万円 4.4% 1万4,271円
繰入金 8億7,184万円 4.3% 1万3,763円
その他 15億4,589万円 7.6% 2万4,404円

市民1人当たりに使う金額の合計　   　   321,828円

予算規模

区分 平成29年度
当初予算額

平成28年度
当初予算額 増減率

一般会計 203億8,621万円 201億65万円 1.4%

特
別
会
計

国民健康保険 72億2,630万円 72億8,306万円 △0.8%
介護保険 34億5,333万円 35億1,547万円 △1.8%

後期高齢者医療 5億8,916万円 5億6,472万円 4.3%
下水道事業 10億6,002万円 9億9,963万円 6.0%

学校給食共同調理場事業 5億7,361万円 5億6,817万円 1.0%
計 129億242万円 129億3,105万円 △0.2%

水道事業会計 15億5,558万円 10億4,788万円 48.5%
全会計 348億4,421万円 340億7,958万円 2.2%

平
成
29
年
度
主
要
事
業

平成29年度一般会計予算額　203億8,621万円

「子ども・子育て支援事業計画」
～待機児童解消に向けた取り組み～

■問　保育課保育班　☎（497）3488

　市では、平成27年度から「子ども・子育て支援事業
計画（計画期間平成31年3月31日までの5年間）」に基づ
き待機児童対策に取り組んでいます。
　平成28年4月は保育施設の誘致や公立保育園での受け
入れ枠の拡大を行った結果、「待機児童ゼロ」を達成し
ましたが、保育の必要な児童は増加しており、平成29年
4月には新たな待機児童が生じる見込みです。
　そのため、今後も引き続き保育受け入れ枠の拡充など
待機児童解消に向けた取り組みを進めていきます。
　取り組みの詳細は、市ホームページをご覧ください。

待機児童解消に向けた取り組みの「3つの柱」
第1の柱　既存保育園などの定員・受け入れ枠の拡大
　定員枠の拡大と拡大に伴う保育士の確保策について、
3つの補助を新設し、私立保育園などと連携しながら
取り組んでいきます。
第2の柱　民間保育施設などの誘致・整備
　保育ニーズの高い地域に民間保育施設を誘致し、受
け入れ枠を拡大するとともに、駅周辺など生活の拠点
となる地域には子育て支援施設を整備し、保育園など
と連携を図ります。
第3の柱　幼稚園での保育需要の受け入れ推進
　幼稚園から認定こども園への移行や、預かり保育の
充実について市内幼稚園と協議し、保育需要の受け入
れを推進します。

お詫びと訂正　広報しろい3月1日号4頁でお知らせしました「農産物移動販売～皆さんの近くに届けます～」の移動販売ルートの記載に誤りがありました。正し
くは「火曜日　13：30 ～ 13：45　池の上3丁目町内会」「木曜日　12：40 ～ 13：10　リハモードヴィラ白井（追加）」「金曜日　13：00 ～ 13：20　西白井コミュニティ
センター予定地」です。お詫びして訂正します。

循環バスナッシー号
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理
浄
化
槽
」
の
設
置
の

す
す
め

　
私
た
ち
は
生
活
の
中
で
、
ト
イ
レ

や
台
所
、
風
呂
な
ど
か
ら
多
く
の
水

を
排
水
し
て
い
ま
す
。

　
全
て
の
排
水
を
処
理
す
る
合
併
処

理
浄
化
槽
は
、
排
水
に
含
ま
れ
る
汚

れ
の
9
割
以
上
を
取
り
除
き
、
下
水

道
の
終
末
処
理
場
で
処
理
し
た
水
と

変
わ
ら
な
い
き
れ
い
な
水
に
し
て
排

水
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
ト
イ
レ
の
排
水
だ
け
を

処
理
す
る
単
独
浄
化
槽
の
場
合
、
台

所
や
風
呂
な
ど
の
排
水
は
、
処
理
さ

れ
な
い
ま
ま
川
や
海
に
流
れ
て
水
質

汚
濁
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
単
独
浄
化
槽
か
ら
合

併
処
理
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え

に
補
助
金
を
支
給

　
単
独
浄
化
槽
ま
た
は
く
み
取
り
便

所
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
切
り
替

え
る
工
事
を
行
う
場
合
、
市
か
ら
補

助
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
申
請
期
間
は
、
4

月
3
日
㈪
か
ら
12
月
28
日
㈭
ま
で
で

す
が
、
予
算
の
範
囲
内
で
の
補
助
と

な
り
ま
す
の
で
、
期
間
内
で
あ
っ
て

も
受
け
付
け
が
終
了
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
受
け
付
け
を
終
了
し
た
場
合
の
申

請
に
つ
い
て
は
、
次
年
度
以
降
に
お

願
い
し
ま
す
。

ガ
ス
の
小
売
全
面
自
由
化
が
始
ま
り
ま
す

〜
契
約
は
慎
重
に
！

　
内
容
を
よ
く
確
認
、
理
解
し
ま
し
ょ
う
〜

Q
　
ガ
ス
の
自
由
化
が
始
ま
る
と
聞

き
ま
し
た
が
、
自
由
化
で
何
が
変
わ

る
の
で
す
か
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

A
　
こ
れ
ま
で
都
市
ガ
ス
の
契
約
は

地
域
ご
と
の
ガ
ス
会
社
と
し
か
契
約

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
昨
年
の
電
力
自
由
化
に
続
き
、
4

月
か
ら
は
自
由
に
ガ
ス
会
社
を
選
ぶ

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
ガ
ス
の
小
売
全
面
自
由
化
で
ガ
ス

会
社
の
選
択
肢
が
広
が
る
こ
と
は
、

新
企
業
の
参
入
に
よ
り
企
業
間
で
競

争
が
生
ま
れ
、
今
ま
で
よ
り
安
価
で

ガ
ス
を
購
入
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
契
約
内
容

を
確
認
せ
ず
に
「
安
い
」「
お
得
な

プ
ラ
ン
」
な
ど
の
勧
誘
ト
ー
ク
に
飛

び
つ
い
て
し
ま
う
と
、
思
わ
ぬ
ト
ラ

ブ
ル
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
参
入
企
業
者
は
ガ
ス
以
外
の
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
「
セ
ッ
ト
」
に
し
、

安
い
料
金
設
定
を
す
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。

　
契
約
を
す
る
前
に
、
ど
の
よ
う
な

条
件
で
安
く
な
る
の
か
、
解
約
時
に

違
約
金
は
発
生
し
な
い
の
か
な
ど
、

ガ
ス
会
社
か
ら
説
明
を
受
け
、
契
約

内
容
を
よ
く
確
認
、
理
解
し
た
上
で

慎
重
に
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ガ
ス
の
小
売
全
面
自
由
化

に
便
乗
し
た
ガ
ス
器
具
を
販
売
す
る

悪
質
商
法
な
ど
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

昨
年
の
電
力
自
由
化
で
は
、
大
手
電

気
会
社
の
名
前
を
か
た
り
消
費
者
の

個
人
情
報
を
取
得
す
る
と
い
う
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
211

消 防 表 彰
◆千葉県消防大会
消防表彰
　3月3日 に 青 葉
の森公園芸術文化
ホ ー ル（ 千 葉 市）
で千葉県消防大会
が開催され、市消
防団員皆さんの永
年の消防活動に対
する功績が認めら
れ、消防表彰を受
けました。

　表彰を受けた皆さんは次のとおりです。
（敬称略）
【千葉県知事表彰】
千葉県知事特別功労章　川上正紀（消防団長）
【日本消防協会長表彰】
功績章　山﨑喜志（本部分団長）
精績章　近藤雅明（本部副分団長）
【千葉県消防協会長表彰】
永年勤続功労章　武藤潔（第2分団復二部団員）、
山﨑昌志（第3分団河原子部団員）
感謝状（内助功労）　山﨑一枝
■問　市民安全課消防防災班　内線3323・5

千葉県知事特別功労章を受章した
川上消防団長

稲作農家の皆さんへ
飼料用米で安定収入を確保しませんか
　食生活の変化や高齢化などにより、米の需要は全国で毎年
約8万トンも減少しています。

　生産量が需要量を上回り在庫量が
増えると、米価の下落を招きます。
　飼料用米は、既存の機械や施設を
そのまま使え、水はけの悪い湿田で
も作付けができ、国や県などの支援
策が受けられます。
　安定した収入を確保し、米の需給
改善を図るためにも、飼料用米の栽
培に取り組んでみませんか。
■問　農政課農政班　内線3252、県生
産振興課　☎043（223）2891

　
次
の
場
合
は
、
補
助
金
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

●
下
水
道
認
可
区
域
に
な
っ
て
い
る

●
交
付
決
定
前
に
工
事
を
し
て
い
る

ま
た
は
完
了
し
て
い
る

●
住
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
建
て
ら

れ
た
住
宅
で
な
い
（
事
業
所
な
ど
）

●
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人

　
補
助
金
対
象
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、

上
下
水
道
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
　
上
下
水
道
課
業
務
班

　
内
線
3

4
5
7
・
8

「避難行動要支援者名簿」の作成にご協力を
　市では、災害時の避難に支援が必要と思われる人を対象に、本日より「白井市災害時
避難行動要支援者登録申請書兼同意書（以下「登録申請書兼同意書」）を送付します。

「避難行動要支援者名簿」とは
　この名簿は、災害対策基本法の改正を受け、高齢者や障がいのある人など、災害時の
避難に支援が必要な人の情報を掲載した名簿です。
　名簿情報の提供に同意した人については、平常時から自治会、自主防災組織、社会福
祉協議会、民生委員、消防、警察などの避難支援関係者に情報を提供し、災害時に地域
社会全体で支援をします。

要支援者の要件
　在宅で生活する人で次のいずれかに該当する人
①70歳以上の1人暮らしの人または70歳以上のみの世帯
②身体障害者手帳所持者（視覚障害、聴覚障害、上肢機能障害1～ 2
級、下肢・体幹機能障害1～ 3級、その他の障害1～ 2級）
③療育手帳ⒶまたはA所持者
④精神障害者保健福祉手帳1～ 2級所持者
⑤介護認定者のうち要介護3以上の人
⑥その他支援を必要としている人
※①～⑤に該当する人は、市が把握した人を名簿登録しています。
⑥に該当する人は名簿登録が必要なため申請が必要です。

申請・登録方法
　登録申請書兼同意書（市民安全課、市の出先機関、市ホームページにあります）に必
要事項を記入し、直接市民安全課へ
■問　市民安全課消防防災班　内線3325

日
、
7
月
4
日
・
18
日
、
8
月
1
日
・

15
日
、
9
月
5
日
・
19
日
（
各
火
曜

日
）　
午
前
8
時
30
分
〜
正
午

検
査
内
容

　
一
般
細
菌
、
大
腸
菌
、

亜
硝
酸
態
窒
素
、
硝
酸
態
窒
素
お
よ

び
亜
硝
酸
態
窒
素
、
塩
化
物
イ
オ
ン
、

有
機
物
、
P
H
値
、
味
、
臭
気
、
色

度
、
濁
度
（
11
項
目
）

検
査
料
金
　
5
、
4
0
0
円

問
　
環
境
課
環
境
保
全
・
放
射
線
対

策
班
　
内
線
3
2
8
7

　
ガ
ス
の
小
売
全
面
自
由
化
で
も
同

様
の
事
案
の
発
生
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ガ
ス
会
社
の
代
理
店
を
名
乗
る
怪
し

い
電
話
が
あ
っ
た
り
、
契
約
に
関
し

て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
、
不
安
に

思
っ
た
な
ど
の
場
合
は
、
す
ぐ
に
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

※
ガ
ス
の
小
売
全
面
自
由
化
の
詳
し

い
情
報
は
「
経
済
産
業
省
電
力
・
ガ

ス
取
引
監
視
等
委
員
会
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線

3
2
9
4
（
月
〜
金
曜
日

　
午
前
10

時
〜
午
後
4
時

　
市
役
所
2
階
）

2017.3.153



二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
4
月
10
日
㈪
・
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間
　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象
　
市
内
在
住
で
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数

　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料

　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班

　
内
線
3
4
3
2
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

4
月
1
日
か
ら
平
成
29

年
度
社
会
教
育
関
係
団

体
の
認
定
申
請
を
受
け

付
け
ま
す

　
地
域
支
援
活
動
や
学
習
・
家
庭
教

育
を
支
援
し
て
い
く
活
動
、
青
少
年

を
対
象
と
し
た
支
援
活
動
、
地
域
住

民
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な

ど
、
社
会
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
の
認
定
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
認
定
さ
れ
た
団
体
は
公
民
館
な
ど

の
使
用
料
が
2
分
の
1
に
軽
減
さ
れ

ま
す
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

な
ど
は
除
く
）。

※
平
成
28
年
度
に
認
定
さ
れ
た
団
体

も
継
続
し
て
認
定
を
希
望
す
る
場
合

は
新
た
に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

認
定
期
間

　
平
成
29
年
6
月
1
日
〜

平
成
30
年
5
月
31
日
（
1
年
間
）

認
定
の
要
件
　
次
の
と
お
り

●
社
会
教
育
事
業
を
計
画
的
か
つ
継

続
的
に
実
施
し
、
そ
の
事
業
の
成
果

が
十
分
に
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る

●
役
員
を
選
出
し
て
い
る

●
自
己
財
源
を
有
し
、
団
体
の
運
営

を
確
実
に
行
っ
て
い
る

●
市
内
に
事
務
所
を
有
し
、
主
た
る

活
動
の
場
所
が
市
内
で
あ
る

●
社
会
奉
仕
な
ど
の
活
動
実
績
が
あ
る

※
そ
の
他
に
も
審
査
基
準
項
目
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
　
申
請
書
、
規
約
、
事
業
・
決
算

報
告
書
、
事
業
計
画
・
予
算
書
、
役

員
・
会
員
名
簿
、
社
会
奉
仕
な
ど
活

動
の
内
容
が
分
か
る
書
類
、
減
免
申

請
書
（
各
書
式
は
生
涯
学
習
課
、
各

セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

4
月
1
日
㈯
〜
23
日
㈰
に
直
接
主
に

活
動
拠
点
と
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
へ

※
事
業
・
会
計
報
告
書
お
よ
び
事
業

計
画
・
予
算
書
は
、
各
団
体
の
総
会

に
お
い
て
承
認
を
得
た
も
の
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
　
内

線
3
4
3
1
お
よ
び
各
セ
ン
タ
ー

◆
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
「
写
遊
人
」
写
真
展

　
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
好
き
な
ジ
ャ
ン

ル
で
切
り
撮
っ
た
シ
ョ
ッ
ト
を
展
示

し
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
①
3
月
15
日
㈬
〜
24

日
㈮
・
西
白
井
駅
コ
ン
コ
ー
ス

　
②

3
月
24
日
㈮
〜
4
月
2
日
㈰
・
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
コ
ン
コ
ー
ス

③
4
月
15
日
㈯
〜
24
日
㈪
・
白
井
駅

コ
ン
コ
ー
ス
（
初
日
は
午
後
1
時
か

ら
、
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

※
新
規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
　
平
塚
☎
（
4
9
1
）
9
7
1
6

◆
桜
台
中
学
校
吹
奏
楽
部
ス
プ
リ
ン

グ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　
18
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
（
開

場
　
午
後
0
時
30
分
）　
場
所
　
文

化
会
館
な
し
坊
ホ
ー
ル

　
入
場
料

無
料

問
　
桜
台
中
学
校
☎
（
4
9
2
）
7

0
2
0

◆
師
水
会
「
春
期

　
水
墨
画
展
」

　
水
と
墨
が
奏
で
る
大
画
面
の
幽
玄

世
界
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
程
　
3
月
19
日
㈰
〜
4
月
2
日
㈰

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

問
　
師
水
会

　
亀
子
☎
（
4
9
7
）

0
4
4
2

◆
成
年
後
見
制
度
の
活
用
〜
梨
の
実

ひ
ろ
ば
講
座
〜

　
超
高
齢
社
会
で
は
1
人
暮
ら
し
に

な
っ
た
り
、
認
知
症
に
な
っ
た
り
す

る
可
能
性
が
大
変
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
す
た
め
に
成
年
後
見
制
度
の

こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
22
日
㈬

　
午
後
1
時
〜
2
時

30
分

　
場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ

ー
　
対
象
　
一
般
　
50
人
（
申
し
込

み
順
）　
講
師
　
社
会
福
祉
士
　
木

村
健
始
さ
ん

　
参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
梨
の

実
ひ
ろ
ば
運
営
委
員
会

　
近
藤
☎
・

（
4
9
2
）
1
6
5
0
へ

イ
ベ
ン
ト
①

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

◆
認
知
症
の
当
事
者
か
ら
学
ぶ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

　「
前
向
き
に
。
笑
顔
で
暮
ら
せ
る

か
が
み
遊
び
」
体
験
会
や
交
流
会
を

行
い
ま
す
。

日
時
　
23
日
㈭
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
　
定
員

20
人
（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費

　

5
0
0
円
（
資
料
代
）

申
・
問

　
電
話
か
メ
ー
ル
で
介
護
・

認
知
症
の
家
族
と
歩
む
会
・
白
井
☎

0
9
0
（
5
5
0
9
）
5
3
9
8
・

ao31212@
s6.dion

.n
e.jp

へ

◆
大
正
琴
「
水
陽
会
」
無
料
体
験
教
室

　
大
正
琴
を
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

五
線
譜
が
読
め
な
く
て
も
大
丈
夫
で

す
。
気
軽
に
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

貸
し
琴
も
あ
り
ま
す
。

日
時
　
24
日
㈮
　
午
後
1
時
〜
3
時

場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

問
　
内
海
☎
（
4
9
7
）
2
3
4
7

◆
は
し
そ
ろ
ピ
ッ
ク
i
n
サ
ク
ラ
ビ
ア

　
箸
を
使
っ
て
そ
ろ
ば
ん
玉
を
移
動

さ
せ
る
ゲ
ー
ム
「
は
し
そ
ろ
ピ
ッ
ク

大
会
」
や
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
26
日
㈰
　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
　
場
所
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
サ
ク
ラ
ビ
ア
　
対
象
　
白
井
第
一

小
学
校
区
の
住
民

　
50
人
（
申
し
込

み
順
）　
参
加
費

　
無
料

※
送
迎
を
希
望
す
る
場
合
は
申
込
時

に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
電
話
で
白
井
第
一
小
学
校

区
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
（
サ
ク
ラ
ビ

ア
）
☎
（
4
9
8
）
3
1
9
1
へ

◆
七
次
台
中
学
校
吹
奏
楽
部
定
期
演

奏
会

　
マ
ー
チ
「
星
条
旗
よ
永
遠
な
れ
」

「
ハ
ン
ガ
リ
ー
狂
詩
曲
」「
前
前
前

世
」
な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈬
　
午
後
1
時
30
分
〜

（
開
場
　
午
後
1
時
）　
場
所
　
文

化
会
館
な
し
坊
ホ
ー
ル

　
入
場
料

無
料

問
　
七
次
台
中
学
校
☎
（
4
9
1
）

1
2
7
5

弓
道
教
室
参
加
者
募
集

　
高
校
生
以
上
の
初
心
者
を
対
象
に

し
た
弓
道
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
4
月
8
日
か
ら
6
月
17
日
ま

で
の
毎
週
土
曜
日
（
4
月
29
日
を
除

く
全
10
回
）　
午
後
1
時
30
分
〜
3

時
30
分

場
所

　
白
井
中
学
校
弓
道
場

対
象

　
市
内
在
住
･
在
勤
･
在
学
者

15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
1
、
5
0
0
円
（
保
険
代

ほ
か
）

申
　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

経
験
の
有
無
を
記
入
の
上
、
3
月
30

日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
か
直
接

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内

線
3
4
3
5
へ

問
　
白
井
弓
友
会
　
小
早
川
☎
0
9

0
（
9
9
6
8
）
6
3
7
0

◆
白
井
少
年
少
女
合
唱
団
定
期
演
奏
会

　
お
な
じ
み
の
季
節
の
唱
歌
や
子
ど

も
の
た
め
の
合
唱
組
曲
「
日
記
の
う

た
」、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ブ
レ
ー
メ

ン
の
音
楽
隊
」
な
ど
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

日
時
　
4
月
1
日
㈯
　
午
後
2
時
〜

（
開
場

　
午
後
1
時
30
分
）　
場
所

文
化
会
館
な
し
坊
ホ
ー
ル

　
入
場
料

無
料

問
　
松
本
☎
0
9
0
（
7
1
8
7
）

3
7
6
4

◆
心
の
声
を
聴
く
〜
精
神
疾
患
・
ひ

き
こ
も
り
を
理
解
す
る
〜

　
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
で
活
躍
し
て
い
る
成

田
・
精
神
障
害
者
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
グ

ル
ー
プ
「
ぴ
あ
ぴ
あ
倶
楽
部
」
代
表

の
坂
田
昭
一
郎
さ
ん
を
招
い
て
、
ど

の
よ
う
に
当
事
者
本
人
の
話
を
聴
い

て
、
寄
り
添
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か

を
今
ま
で
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
お

話
し
し
ま
す
。

日
時

　
4
月
8
日
㈯

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分
　
場
所
　
印
西
市
立

中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
　
定

員
　
20
人
（
先
着
順
）　
参
加
費

　

5
0
0
円
（
資
料
代
ほ
か
）

問
　
M
・
T
ね
っ
と
わ
ー
く
☎
0
8

0
（
6
8
9
7
）
0
2
2
0

◆
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
体
験

談
＆
説
明
会
」

　
開
発
途
上
国
で
活
動
す
る
、
J
I

C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
制
度
や
内
容

に
つ
い
て
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
技
術
系
・
医

療
系
・
教
育
系
・
農
業
系
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
職
種
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
4
月
12
日
㈬

　
午
後
7
時
〜

9
時
　
場
所
　
船
橋
フ
ェ
イ
ス
ビ
ル

6
階
き
ら
ら
ホ
ー
ル
　
参
加
費
　
無

料
（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

問
　
J
I
C
A
青
年
海
外
協
力
隊
事

務
局
募
集
課
☎
0
3
（
5
2
2
6
）

9
8
1
3

　市では、青少年の「生きる力」を育成することを目
的に「房総アドベンチャー」を実施します。
　この研修に参加する子どもたちは、房総半島の大自
然の中で5泊6日のキャンプ生活を送り、仲間と協力し
ながら自分たちの力でさまざまな挑戦をしていきます。
　事業の開催にあたり、事業の企画・運営を行う企画
運営委員を募集します。
　企画運営委員は市と協力して会議と現地の下見を実
施し、事業プランを作っていきます。研修中は、随行
者として子どもたちの安全を見守りながら、子どもた
ちが主体的に行動するための助言も行います。
対象　市内在住・在勤の高校卒業以上の人で、青少年
の育成・体験活動への指導などに興味がある人や教員
を目指している学生など　6人（応募者多数の場合は随
行者として事前研修および本研修に全日程参加できる
人を優先）
※会議や現地の下見、研修中には、交通費などの相当
額を支給します。事前研修は7月1日㈯・2日㈰、本研
修は7月22日㈯～ 27日㈭となります。
■申・■問　住所、氏名、電話番号、年齢、性別、青少年
育成経験の有無、野外活動指導経験の有無、事前研修・
本研修参加の可否、一部日程のみ参加可能な場合はそ
の旨を記入の上、4月14日㈮までにハガキかEメールで
生涯学習課社会教育班房総アドベンチャー係　内線
3433・{ syougai-gakusyuu@city.shiroi.chiba.jpへ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

房総アドベンチャー企画運営委員
（随行者）を募集します

平成29年度「福祉タクシー利用券」を交付
　市では、重度の障がい者や要援護高齢者が社会参加や通院などでタクシーを利用した
場合に乗車料金の一部を助成する「福祉タクシー利用券」を交付しています。
　利用券を希望する人は各担当課で直接申請してください。
交付期間　3月24日㈮～平成30年3月30日㈮（土・日曜日、祝日を除く）
※利用期間は、4月1日㈯～平成30年3月31日㈯です。
対象　次のいずれかに該当する人
●身体障害者手帳1・2級（視覚、下肢、体幹障害は3級以上）
所持者
●療育手帳Ⓐ～Aの2所持者
●精神障害者保健福祉手帳1級所持者
●65歳以上で要介護2～ 5の人
持ち物　障害者手帳・療育手帳か介護保険被保険者証
■申・■問　所定の申請書（社会福祉課、高齢者福祉課、市ホー
ムページにあります）に必要事項を記入の上、交付期間中に直接社会福祉課障害福祉班
☎（497）3483、高齢者福祉課高齢者支援班　☎（497）3484へ

冨
士
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、
楽
し
く

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
交
流
が
で
き

る
「
冨
士
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
認
知
症
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
介

護
の
こ
と
な
ど
、
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
と
施
設
職
員
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
か
ら
話
が
聞

け
る「
認
知
症
カ
フ
ェ
」も
あ
り
ま
す
。

　
歌
を
歌
っ
た
り
、
参
加
者
同
士
で

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。

日
時

　
31
日
㈮

　
午
後
1
時
30
分
〜 

3
時
30
分

場
所
　
愛
の
家
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
白

井
冨
士
（
冨
士
）

対
象

　
一
般
（
申
し
込
み
不
要
）

内
容

　
喫
茶
、
歌
、
脳
の
元
気
度
測

定
、
布
で
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
作
り
、

施
設
入
居
者
に
よ
る
オ
ル
ガ
ン
演
奏

な
ど

参
加
費
　
1
0
0
円
（
飲
み
物
代
）

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎

（
4
9
7
）
3
4
7
4
、
愛
の
家
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
白
井
冨
士
　
☎
（
4

4
1
）
5
3
5
0
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　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
白
井
写
友
会
会
員
募
集

　
当
会
は
平
成
16
年
「
写
真
を
通
し

て
リ
タ
イ
ヤ
世
代
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ

イ
フ
を
」
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
集

ま
っ
た
20
人
の
写
真
サ
ー
ク
ル
で
、

若
干
名
の
新
規
会
員
を
募
集
中
で
す
。

　
毎
月
の
例
会
・
合
評
会
の
ほ
か
、

貸
し
切
り
バ
ス
利
用
撮
影
会
、
春
秋

写
真
展
、
文
化
祭
へ
の
展
示
な
ど
を

行
い
ま
す
。

例
会
日
時

　
毎
月
第
2
火
曜
日

　
午

後
1
時
〜
5
時

　
例
会
場
所

　
冨
士

セ
ン
タ
ー
か
公
民
セ
ン
タ
ー

　
会
費

3
、0
0
0
円
（
半
年
分
）

【
春
期
写
真
展
】

　
会
員
が
個
性
を
フ
ル
に
発
揮
し
て

制
作
し
た
作
品
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
①
3
月
18
日
㈯

　
午

後
1
時
〜
29
日
㈬
　
午
後
3
時
・
文

化
セ
ン
タ
ー
3
階
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

②
3
月
30
日
㈭
〜
4
月
7
日
㈮
　
午

後
3
時
・
西
白
井
駅
コ
ン
コ
ー
ス

※
白
井
駅
で
の
展
示
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
小
野
☎
（
4
9
1
）
4
7
1
0

◆
演
劇
出
演
者
募
集

　
北
総
民
話
「
狸
た
ぬ
きと
柿
」
を
楽
し
い

舞
台
で
演
じ
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
18
日
㈯
か
ら
月
2
回

　
午
前

10
時
〜
正
午
　
場
所
　
冨
士
セ
ン
タ

ー
　
月
会
費
　
小
・
中
学
生
5
0
0

円
、
高
校
生
以
上
9
0
0
円
（
施
設

使
用
料
ほ
か
）

問
　
英
劇
　
中
村
☎
（
4
4
3
）
8

6
4
5

◆
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
聴
覚
障
害
者
た
ち
が
「
さ
く
ら
ま

つ
り
」
に
出
店
し
ま
す
。

　
聴
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に

活
動
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
4
月
1
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

募
集
・
伝
言
板

午
後
2
時
　
場
所
　
市
役
所
駐
車
場

申
・
問

　
前
日
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
で

白
井
市
聴
覚
障
害
者
協
会
（
社
会
福

祉
協
議
会
）

（
4
9
2
）
3
6
0

0
へ

◆
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

①
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
参

加
者
募
集

日
時

　
4
月
2
日
か
ら
平
成
30
年
3

月
25
日
ま
で
の
毎
週
日
曜
日
　
午
前

7
時
30
分
〜
11
時
　
場
所
　
七
次
第

一
公
園

　
対
象

　
市
内
在
住
の
小
学

3
〜
6
年
生

　
入
会
金

　
1
、0
0

0
円

　
年
会
費

　
4
、2
0
0
円（
ス

ポ
ー
ツ
保
険
料
含
む
）

②
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
参
加

者
募
集

日
時

　
4
月
1
日
か
ら
平
成
30
年
3

月
31
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日

　
午
前

9
時
〜
11
時
　
場
所
　
七
次
第
一
公

園
　
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
初

心
者
　
年
会
費
　
4
、0
0
0
円（
ス

ポ
ー
ツ
保
険
料
は
別
途
）

申
・
問

　
電
話
で
①
は
鈴
木
☎
（
4

9
1
）
4
3
5
1
、②
は
岩
谷
☎
（
4

9
1
）
5
9
8
4
へ

◆
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

　
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時

　
5
月
14
日
㈰
・
21
日
㈰

　
場

所
　
白
井
運
動
公
園
ほ
か
　
対
象
　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
お
よ
び

市
テ
ニ
ス
連
盟
会
員
　
参
加
費
　
一

般
ペ
ア
1
組
2
、
5
0
0
円
、
一
般

と
市
テ
ニ
ス
連
盟
会
員
ペ
ア
1
組
2
、

2
5
0
円
、
市
テ
ニ
ス
連
盟
会
員
ペ

ア
1
組
2
、
0
0
0
円

※
悪
天
候
で
大
会
が
中
止
に
な
っ
て

も
参
加
費
の
返
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
　
市
テ
ニ
ス
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
申
込
書
に
記
入
の
上
、
3
月

18
日
㈯
か
ら
4
月
8
日
㈯
の
午
後
1

時
ま
で
に
直
接
ウ
エ
ス
ト
グ
リ
ー
ン

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
根
）
か
白
井
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ
（
根
）
へ
（
郵
送
不
可
）

※
詳
細
は
市
テ
ニ
ス
連
盟
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

西  

初
心
者
の
た
め
の
パ

ソ
コ
ン
講
座

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
を
学
び
た
い
人

向
け
の
講
座
で
す
。
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
分
か
り
や
す
く
教
え
ま
す
。

日
程
・
内
容
　
①
3
月
23
日
㈭
・
24

日
㈮

　
エ
ク
セ
ル
の
基
本
講
座

②
4
月
6
日
㈭
・
7
日
㈮

　
初
め
て

の
パ
ソ
コ
ン
講
座

趣
味
・
教
養
・
学
習

シ  
会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
23
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福  

靴
下
作
り
講
習

　
か
か
と
を
作
ら
ず
に
真
っ
す
ぐ
編

む
だ
け
の
ス
パ
イ
ラ
ル
柄
の
靴
下
を

作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
4
月
6
日
・
13
日
・
20
日
・

27
日
（
各
木
曜
日
・
全
4
回
）　
午

後
1
時
〜
3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

　
15

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物

　
中
細
糸
1
0
0
㌘
、
3
号

の
棒
針
4
本

高

齢

者

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

申
　
3
月
25
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

ス
ポ
ー
ツ
ボ
イ
ス
エ

ク
サ
サ
イ
ズ

　
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
ボ
イ
ス
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
組
み
合
わ
せ
た
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
で
、
伸
び
や
か
で
張
り
の

あ
る
体
と
声
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
4
月
11
日
・
25
日
、
5
月
9

日
・
23
日
、
6
月
13
日
・
27
日
（
各

火
曜
日
・
全
6
回
）　
午
前
10
時
40

分
〜
11
時
40
分

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
30

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師

　
日
本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ
ー

ツ
リ
ー
ダ
ー

　
西
山
崇
子
さ
ん

申
　
3
月
27
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

時
間
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時

30
分

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

高
校
生
以
上

　
各
8
人
（
申
し
込
み

順
）

参
加
費

　
各
1
、0
0
0
円（
資
料
代
）

申
　
①
は
3
月
19
日
㈰
、
②
は
4
月

2
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直
接
西
白
井

複
合
セ
ン
タ
ー
へ

福  

こ
こ
ろ
の
c
a
f
e

　
社
会
に
一
歩
踏
み
出
せ
な
い
独
身

女
性
が
集
ま
る
カ
フ
ェ
で
す
。

　
仲
間
同
士
で
お
し
ゃ
べ
り
と
菓
子

作
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
4
月
1
日
㈯

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

対
象
　
15
歳
か
ら
35
歳
ま
で
の
独
身

女
性
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

西  

さ
く
ら
フ
ェ
ス
タ

　
桜
の
花
を
眺
め
な
が
ら
、
模
擬
店

や
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
4
月
2
日
㈰
　
午
前
11
時
〜

午
後
2
時
（
雨
天
時
は
館
内
）

◆
N
P
O
法
人
し
ろ
い
環
境
塾
「
農

業
等
体
験
講
習
会
」

　
環
境
に
や
さ
し
い
農
法
を
可
能
な

限
り
生
か
し
平
塚
地
区
の
畑
と
水
田

で
農
業
を
学
ぶ
講
習
会
で
す
。

日
程

　
4
月
15
日
〜
平
成
30
年
3
月

24
日
の
原
則
土
曜
日
（
全
17
回
・
雨

天
中
止
）　
集
合
時
間
・
場
所
　
午

前
9
時
30
分
・
平
塚
の
里
ベ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ
（
延
命
寺
北
側
）　
対
象
　

市
民

　
各
日
10
人
（
申
し
込
み
順
）

内
容

　
①
伝
統
稲
作
講
習
（
全
8
回
・

稲
の
種
ま
き
、
収
穫
体
験
）　
②
野

菜
栽
培
講
習
（
全
5
回
・
種
ま
き
、

苗
の
植
え
付
け
、
収
穫
、
加
工
体
験
）

③
麦
栽
培
講
習
会
（
全
4
回
・
種
ま

き
、
麦
踏
み
、
収
穫
、
調
理
体
験
）

持
ち
物

　
弁
当
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

帽
子
、
軍
手
、
長
靴
　
参
加
費
　
1

回
3
0
0
円
（
保
険
代
ほ
か
）

※
予
定
を
記
載
し
た
案
内
書
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
N
P

O
法
人
し
ろ
い
環
境
塾
☎
・

（
4

0
4
）
3
2
9
8
（
月
・
水
・
土
曜

日
の
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
）
へ

◆
田
植
え
・
稲
刈
り
体
験

　
や
お
ぱ
ぁ
く
裏
の
水
田
で
田
植
え

や
稲
刈
り
な
ど
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

　
詳
細
は
J
A
西
印
旛
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
内
容

　
5
月
20
日
㈯

　
午
前

9
時
〜
午
後
1
時
・
田
植
え
（
雨
天

時
は
21
日
㈰
に
延
期
）

※
6
月
上
旬
に
除
草
、
9
月
中
旬
に

稲
刈
り
を
行
う
全
3
回
の
体
験
で
す
。

集
合
場
所

　
や
お
ぱ
ぁ
く

　
定
員

　

2
0
0
人
（
申
し
込
み
順
、
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）　
参
加
費
　

小
学
生
以
上
3
、
0
0
0
円
、
小
学

生
未
満
1
、5
0
0
円（
昼
食
代
ほ
か
）

申
・
問

　
J
A
西
印
旛
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
の
上
、
4

問
　
近
藤
・k

on
2222@

lim
e.

plala.or.jp

◆
「
白
井
市
あ
そ
ば
ね
会
大
人
バ
ー

ジ
ョ
ン
」
参
加
者
募
集

　
白
井
市
と
福
島
県
伊
達
市
は
災
害

協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
伊
達
市
の

皆
さ
ん
と
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程

　
4
月
22
日
㈯
〜
23
日
㈰
（
1

泊
2
日
）　
対
象

　
市
民

　
20
人（
申

し
込
み
順
）　
参
加
費
　
1
5
、0
0

0
円
（
別
途
バ
ス
代
あ
り
）

申
・
問

　
3
月
25
日
㈯
ま
で
に
フ
ァ

ク
ス
で
あ
そ
ば
ね
会
実
行
委
員
会
　

黛
☎
・

（
4
9
2
）
1
3
9
1
へ

◆
雇
用
保
険
の
適
用
対
象
が
拡
大
さ

れ
ま
し
た

　
平
成
29
年
1
月
1
日
よ
り
65
歳
以

上
の
人
も
雇
用
保
険
の
適
用
対
象
と

な
り
ま
し
た
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
雇
用
保
険
の
適
用
要
件
を
満

た
す
場
合
に
は
、
管
轄
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
「
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取

得
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
平
成
29
年
1
月
1
日
以
降
に
新
た

に
65
歳
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
し
た

場
合

　

②
平
成
28
年
12
月
末
ま
で
に
65
歳
以

上
の
労
働
者
を
雇
用
し
平
成
29
年
1

月
1
日
以
降
も
継
続
し
て
雇
用
し
て

い
る
場
合

※
②
は
提
出
期
限
の
特
例
が
あ
り
ま

す
。
平
成
29
年
3
月
31
日
㈮
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
船
橋
☎
0
4
7

（
4
3
1
）
8
2
8
7

◆
陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

　
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
公
募
・
技

能
公
募
）
お
よ
び
幹
部
候
補
生
（
一

般
・
飛
行
・
歯
科
・
薬
剤
）
を
募
集

し
ま
す
。
受
験
資
格
や
試
験
日
な
ど

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
予
備
自
衛
官
補
　
4
月

7
日
㈮
ま
で

　
幹
部
候
補
生
　
5
月

5
日
㈷
ま
で

問
　
千
葉
地
方
協
力
本
部
柏
募
集
案

内
所
☎
0
4
（
7
1
6
3
）
6
8
8
4

イ
ベ
ン
ト
②

スパイラル柄の靴下

コ  

今
井
の
桜
写
真
撮
影

会
〜
今
井
の
桜
保
全
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

　
桜
の
開
花
時
期
に
合
わ
せ
て
、
今

井
1
号
橋
付
近
で
着
物
モ
デ
ル
と
の

写
真
撮
影
会
を
行
い
ま
す
。
今
井
の

桜
を
バ
ッ
ク
に
日
本
伝
統
の
和
服
姿

を
撮
影
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
4
月
8
日
㈯
　
午
後
1
時
〜

2
時
30
分
（
自
由
参
加
）

※
雨
天
お
よ
び
開
花
状
況
に
よ
り
、

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

福  

コ
ッ
コ
広
場

　
地
域
の
プ
チ
起
業
家
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

【
コ
ッ
コ
広
場
・
サ
タ
デ
ー
】

　
焼
き
菓
子
販
売
も
行
い
ま
す
。

日
時
・
内
容
・
定
員

　
4
月
15
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

　
①
リ
ン
パ

ケ
ア
・
8
人
　
②
体
験
ジ
ェ
ル
ネ
イ

ル
＆
キ
ッ
ズ
ネ
イ
ル
・
10
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費

　
①
5
0
0
円

　
②
大
人
5

0
0
円
、子
ど
も
2
0
0
円（
材
料
費
）

【
コ
ッ
コ
広
場
・
ウ
イ
ー
ク
デ
ー
】

日
時
・
内
容
・
定
員
　
4
月
21
日
㈮

①
午
前
10
時
〜
正
午
・
ハ
ッ
ピ
ー
子

育
て
ア
ド
バ
イ
ス
（
星
読
み
）・
10

人
　
②
正
午
〜
午
後
2
時
・
ワ
ン
デ

ー
シ
ェ
フ
ラ
ン
チ
（
チ
キ
ン
ク
リ
ー

ム
の
包
み
ピ
ザ
、
新
じ
ゃ
が
炒
め
、

プ
リ
ン
ほ
か
）・
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
①
無
料
　
②
5
0
0
円

（
材
料
費
）

申
　
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

月
15
日
㈯
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
か
直
接

J
A
西
印
旛
農
産
物
直
売
所
や
お
ぱ

ぁ
く
☎
（
4
9
8
）
2
0
0
7
・

（
4
9
8
）
2
0
3
3
へ

今井の桜を撮影しませんか
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天
　
春
昼
や
花
を
沈
め
し
中
国
茶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
山
川
純
子

地
　
黄
金
の
利
根
の
堤
の
夕
枯
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
下
堂
薗
慶
子

人
　
水
を
打
つ
羽
煌
め
き
て
鴨
の
恋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
立
　
　
　
中
嶋
了
子

【
選
評
】　
天
　
春
昼
と
中
国
茶
と
の
取
り
合
わ
せ
が
良
い
。
沈
め
た
花
は

蘭
か
も
し
れ
な
い
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
刻と

き
の
流
れ
や
芳
香
も
感
じ
ら
れ
る
。

地
　
夕
枯
野
が
黄
金
に
染
ま
り
大
利
根
も
ま
た
黄
金
に
染
ま
っ
て
悠
々
た

る
自
然
の
イ
メ
ー
ジ
が
鮮
や
か
で
あ
る
。
人

　
鴨
の
恋
の
水
飛ひ
ま
つ沫
を
上
げ

る
華
や
ぎ
を
と
ら
え
て
い
る
。
鳥
交さ
か
る
と
も
言
い
春
は
動
物
た
ち
の
恋
の

季
節
で
あ
る
。

青
き
踏
む
役
場
の
見
え
る
畔
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
口

　
　
上
坂
千
昭

大
当
た
り
的
を
射
抜
け
る
御お
び
し
ゃ

歩
射
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
小
津
　
榮

紅
梅
の
香
り
の
満
て
リ
築
地
塀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
口

　
　
斎
藤
裕
子

春
寒
や
箒
目
長
き
朝
の
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
清
水
治
夫

仰
ぎ
見
る
枯
木
の
枝
の
命
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
福
加
博
之

春
浅
き
諏
訪
の
湖
面
の
静
か
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
白
井

　
　
増
子
桂
子

寒
夕
焼
け
街
に
大
き
な
ガ
ス
タ
ン
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
渡
辺
み
ど
り

あ
か
切
れ
は
母
の
形
見
と
笑
う
妻

お
椀
に
育
っ
た
す
ず
し
ろ
め
で
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山

　
　
　
山
本
庸
雄

【
選
評
】「
あ
か
切
れ
」が「
形
身
」と
い
う
捉
え
方
に
心
惹
か
れ
ま
し
た
。「
形

見
」
と
い
え
ば
「
物
」。
と
こ
ろ
が
「
状
態
」
に
着
目
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
が
魅
力
で
す
。

神
主
の
一
の
矢
走
り
「
鬼
」
を
射
て

歓
声
あ
が
る
境
内
温ぬ

く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
石
田
精
一
郎

さ
く
ら
草
の
鉢
植
ゑ
並
ぶ
校
門
に

「
贈
る
言
葉
」
の
合
奏
な
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
投
げ
方
見
す
る
に
二
歳
児
は

右
足
上
げ
下
げ
し
て
か
ら
投
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
望
月
玲
子

冬
の
陽
を
総
身
に
浴
び
て
プ
レ
ー
す
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
若
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台
　
　
　
米
井
詩
織

　※
俳
句
と
短
歌
の
入
選
作
は
氏
名
の
五
十
音
順
で
す
（
特
選
を
除
く
）。

　昭和1桁生まれのAさんと妻Bさ
んは、2人暮らしの高齢者世帯で
す。数年前にＢさんは脳梗塞が原
因で要介護状態になりました。
　天気のいい日には、ＡさんがＢ
さんの車いすを押して近くの公園
で散歩を楽しむ姿がありましたが、
このところ、2人を見かけなくな
りました。
　民生委員の民

たみいくこ

生子さんは心配し
てＡさん宅を訪問してみました。
すると、Ａさんは妻の介護が体力
的にきついと感じ始めた矢先、体
調を崩していたのです。
　民さんは「一緒に暮らすＡさん
が元気でいることが大切です。元
気なＡさんがいらしてＢさんへの
介護が成り立つのですよ。体を
壊すまで1人で頑張るのではなく、
いろいろな支援を利用して夫婦で
安心して暮らせるように考えまし
ょう」と話しました。でも、Ａさ

んは「妻は家にいるのが好きなの
で面倒は自分がみないと」という
考えを捨てきれません。
　現在、深刻な社会問題となって
いる『老老介護』。「周囲に迷惑を
かけたくない」「自分の身内は自
分の手で介護する」という気持ち
もよく分かります。でも、身内の
介護は体力だけでなく心の負担も
かかりますから、頑張りすぎて足
腰を痛めたりうつ病になったりと
体調を崩す人が増えています。
　限界を感じる前に民生委員に声
をかけてください。「遠くの親戚
より近くの他人」、白井市には介
護者の負担を少しでも軽くするた
めのシステムも作られています。
一緒に利用を考えていきましょう。
※この記事は民生委員児童委員連絡
協議会広報部会が作成しています。
■問　社会福祉課厚生班　内線　
5303

渋谷さんが初挑戦で「優秀和菓子職」に認定！
コーヒーを使った和菓子コンテストでも優秀賞に

民生委員はあなたの暮らしの
すぐ傍（そば）にいます

　ふるさと産品「さつまやの大どら」でおなじみの和菓子店さつまやの三男の
渋谷将吾さんが、全国和菓子協会が主催する「選・和菓子職」で平成28年度「優
秀和菓子職」に認定されました。県内では4人目の快挙です。
　また、味の素ゼネラルフーヅ（AGF）主催の「コーヒーを用いた和菓子コ
ンテスト」では、全国の和菓子職人289点の応募の中から、渋谷さんの作品「ス
イート・メモリー」が優秀賞に輝きました。
　ダブルの栄誉に輝いた渋谷さんは、現在は成田山新勝寺の表参道にある「な
ごみの米屋」の職人として日に約200個、繁忙期には4～500個の上生菓子を作
っています。子どもの頃から菓子作りに専念する父親の手伝いをしていたとい
う渋谷さんは高校生の頃、手に職をつけたいと思い、和菓子職人になることを
意識したそうです。
　渋谷さんは「優秀和菓子職は、平成19年から始まった制度で、いつかは取り
たいと思っていました。初挑戦で難しいと思っていましたが、選ばれたことは
大変誇りに思います。また、コーヒーを使った和菓子コンテストに応募したの
は、若い人にも喜んでもらえる和菓子を作りたいと思ったからです。和菓子を
食べるときは、色合い、形を目で楽しんで、季節を感じてほしいと思います。
　実家のさつまやでは、どら焼きのほかにも父の作った和菓子がありますので
手に取ってもらえたらと思います。今の時期は、予約のみの販売となりますが、
市内のいちご農家から仕入れたいちごを使った「いちご大福」がおすすめです」
と話してくれました。
■問　さつまや　☎（497）0621

二つの盾を手にする渋谷将吾さん

あ
の
戦
争
を
語
り
継
ぐ

平
和
都
市
宣
言

30
周
年
記
念
連
載
⑫

朝
鮮
半
島
で
の
逃
避
行

　
私
は
、
終
戦
時
京け

い
じ
ょ
う城

女
子
師
範

学
校
の
2
年
生
で
し
た
が
、
教
育
動

員
に
よ
り
羅ら
な
ん南
市
内
の
小
学
校
で
教

生（
教
育
実
習
生
）を
し
て
い
ま
し
た
。

　
ソ
連
は
8
月
9
日
に
中
立
条
約
を

破
り
満
州
・
朝
鮮
に
侵
攻
し
、
12
日

に
は
艦
砲
射
撃
が
突
如
行
わ
れ
ま
し

た
。
避
難
命
令
が
出
て
、
母
と
連
絡

が
取
れ
な
い
ま
ま
、
父
と
私
、
妹
の

3
人
で
逃
げ
ま
し
た
。
京
城
（
現
ソ

ウ
ル
）
ま
で
避
難
し
た
も
の
の
、
38

度
線
よ
り
北
に
い
る
母
と
合
流
す
る

た
め
北
上
し
て
避
難
所
に
収
容
さ
れ

関せ
き
ね
ち
な
み

根
千
浪
さ
ん
　
88
歳
　

                  

池
の
上
地
区
在
住

ま
し
た
。
12
月
に
も
な
る
と
寒
さ
と

栄
養
失
調
で
高
齢
者
と
幼
児
は
次
々

に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
家
族

は
脱
出
を
図
り
、
目
立
た
な
い
よ
う

2
人
ず
つ
に
分
か
れ
、
私
と
妹
は
両

親
と
別
に
行
動
し
た
の
で
す
が
は
ぐ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
途
中
、
朝
鮮

の
人
た
ち
に
、
食
事
を
分
け
て
も
ら

う
な
ど
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
あ
る
日
、
深
い
朝
霧
が
急
に
晴
れ
、

5
人
の
ソ
連
兵
が
見
え
ま
し
た
。
い

き
な
り
逃
げ
る
と
か
え
っ
て
怪
し
ま

れ
る
と
思
い
、
私
は
足
が
、
妹
は
目

が
不
自
由
な
ふ
り
を
し
て
、
恐
る
恐

る
す
れ
違
い
ま
し
た
。
将
校
の
よ
う

で
立
派
な
身
な
り
を
し
て
い
て
、
み

す
ぼ
ら
し
い
姿
の
私
た
ち
を
ば
か
に

し
な
が
ら
通
り
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

素
行
の
悪
い
一
般
兵
だ
っ
た
ら
と
思

う
と
怖
か
っ
た
で
す
。

　
結
局
、
朝
鮮
の
警
察
保
安
隊
に
見

つ
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
幸
運

な
こ
と
に
、
署
長
は
日
本
の
拓
殖
大

学
を
卒
業
し
た
エ
リ
ー
ト
で
「
悪
い

の
は
帝
国
主
義
で
、
一
般
人
に
罪
は

な
い
」「
冬
に
逃
亡
し
よ
う
と
す
る

と
凍
死
し
て
し
ま
う
。
春
ま
で
こ
こ

で
待
ち
な
さ
い
」
と
言
っ
て
、
半
年

間
お
世
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

両
親
が
避
難
所
で
発
疹
チ
フ
ス
で
死

亡
し
た
と
こ
こ
で
聞
き
ま
し
た
。
春

に
な
る
と
南
を
目
指
し
ま
し
た
。
夜
、

川
に
架
か
る
枕
木
と
レ
ー
ル
し
か
な

い
鉄
道
橋
を
月
影
を
頼
り
に
何
と
か

南
岸
ま
で
渡
り
、
米
軍
の
助
け
で
日

本
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
38
度
線

　
朝
鮮
半
島
の
米
ソ
の
占

領
境
界
線
と
し
て
38
度
線
よ
り
北
は

ソ
連
が
占
領
し
、
日
本
人
居
留
者
は

抑
留
や
略
奪
な
ど
の
惨
禍
に
遭
っ
た
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
4

　白井コミュニティセンターで、2月に開催さ
れていた「白井今昔ものがたり～Always懐か
しの版画展～」に訪れた人々から「素晴らしい、
懐かしい」と感嘆の声が挙がっていました。こ
の版画展は、昭和47年から56年まで、白井中
学校で美術教師をしていた鈴木禎三郎さんが生
徒たちを指導し、地域に根ざした子どもの遊び、
農村の年中行事や郷土芸能などを題材にした版
画を鈴木さんが平成3年に「しろいの版画集」
として自費出版した版画集を展示したものです。
　妻の和子さんは「夫は、学校でのことは家で
はあまり話してくれませんでしたが、この版画
集については亡くなる前まで多くの人に見ても
らいたいと言っていました。『平塚の獅子舞』の版画では、衣装を借りてきて
生徒がポーズをとったり、高齢者の話を聞いたりして制作したそうです。夫は
早く父親を亡くし、戦争にも行って苦労して美術教師になりました。失われつ
つある白井の伝統や文化を子どもたちに理解してもらい、ふるさとを大事にし
てもらいたかったのだと思います」と話してくれました。
　白井コミュニティセンターでは、50点ある版画集の残りを本日から4月15日
㈯まで15点、6月1日㈭から7月8日㈯まで20点を展示する予定です。今では見る
ことのできない白井の風習などを見てみませんか。
※「しろいの版画集」は図書館で見ることもできます。
■問　白井コミュニティセンター　☎（491）1505

昔の白井の風習が版画作品で見られます
「白井今昔ものがたり～Always懐かしの版画展～」

「平塚の獅子舞」を手にする鈴木
和子さん

※今回で「民生委員の広報室」「あの戦争を語り継ぐ」の連載は終了です。
戦争体験記は引き続き募集しています。企画政策課まで体験記をお寄せください。

さつまやの前で渋谷さんと子どもたち


